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今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
就

職
懇
談
会
や
キ
ャ
ン
パ
ス
見

学
会
は
延
期
。
育
友
会
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
夏
の
支

部
懇
談
会
の
中
止
も
決
め

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
先
行
き
が

見
通
せ
な
い
な
か
、
会
長
と

し
て
難
し
い
か
じ
取
り
が
求

め
ら
れ
る
が
、「
大
学
や
学

生
が
大
変
な
と
き
だ
か
ら
こ

そ
、
育
友
会
と
し
て
で
き
る

限
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

き
た
い
」
と
力
強
く
語
る
。

　
育
友
会
で
は
、
校
友
会
と

と
も
に
購
買
会
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
注
文
し
た
教
科
書
の

送
料
及
び
代
引
き
手
数
料
を

負
担
す
る
こ
と
で
学
生
を
支

援
。
今
後
は
６
月
か
ら
配
信

が
始
ま
っ
た
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
な
ど
を
通
じ
て
き
め
細
か

な
情
報
提
供
を
行
い
、
ご
父

母
・
保
護
者
の
不
安
払
拭
に

努
め
る
。

　
現
在
も
保
育
士
と
し
て
、

ま
た
学
校
・
地
域
団
体
の
役

員
と
し
て
子
育
て
支
援
や
社

会
貢
献
活
動
に
尽
力
す
る
新

澤
さ
ん
。「
お
か
げ
で
視
野

が
広
が
り
、
考
え
方
も
柔
軟

に
な
っ
た
」
と
微ほ

ほ

笑え

む
。
自

身
の
経
験
を
踏
ま
え
専
大
生

に
も
「
大
学
４
年
間
を
有
効

活
用
し
、
多
く
の
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
自
粛
が

求
め
ら
れ
る
今
、『
で
き
な

い
』
こ
と
も
多
い
と
思
う

が
、
そ
う
し
た
な
か
で
も

『
で
き
る
』
こ
と
を
見
つ
け

て
行
動
を
起
こ
す
前
向
き
な

　皆さんこんにちは。今回は私が2016

年度の在外研究でニューヨークのコロ

ンビア大学に滞在し、語学や多様性理

解の重要性を痛感した体験についてお

話ししたいと思います。私の所属は同

大学経営大学院の日本経済経営研究所

で、当時は

マンハッタ

ン島のアッパーイーストにありまし

た。主な仕事はワークショップの発表

・討論、ディスカッション・ペーパー

の執筆、大学院講義の聴講などでした

が、詳細は割愛します。

　第一の体験は、渡米して早々に50代

のメキシコ人と20代のイタリア人との

ルームシェアを１カ月送ることになっ

たことです。その経緯やドタバタを話

すと長くなりますが、結局、エスニシ

ティ間の違いよりも（最初はそう感じ

たとしても）個人の嗜好や社会階層の

違いの方が大きいことを痛感しまし

た。残りの二つの体験談はいずれもア

メリカという国は自分たちの価値の共

有と実現に本気で取り組んでいるとい

うお話です。

　第二の体

験は2017年

春にトランプ大統領が移民制限の大統

領令を出した時の同大学の迅速できめ

細かな対応です。これは目下の新型コ

ロナウイルス感染症対応においても学

ぶところがあるように感じました。

　第三の体験は大学主催の見学ツアー

で訪れたBloomberg Towerにおける、

空間的な透明性の向上が多様性と平等

を促すという話です。本学のキャンパ

スもこれくらいやれば学生の意欲が高

まるだろうと感じました。（経済入門）
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ニューヨーク在外研究で学んだこと

短縮版。全文はＣＡＬＬ教室ホームページで。

イースト川対岸から望むマンハッタン

島の街並みと筆者ら＝後列右から３人

目、2017年３月３日見学ツアーで

　
世
界
的
な
ト
レ
ン
ド
と
し
て
、
労
働
市

場
の
戦
略
的
な
開
放
が
進
み
、
労
働
力
の

国
際
移
動
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
２
０
１
４
年
に
高
度
人
材
を
、
16
年
に

は
介
護
人
材
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
入
管

法
改
正
が
行
わ
れ
、
18
年
の
法
改
正
で
は

新
た
な
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
本
研
究
で
は
、
ド
イ
ツ
法

を
参
照
す
る
こ
と
で
、
外
国
人
労
働
力
受

け
入
れ
を
よ
り
よ
く
行
う
た
め
の
法
制
度

の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
で
も
18
年
末
に
外
国
人
受
け
入

れ
の
た
め
の
新
立
法
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
日
独
に
共
通
す
る
の
は
、
少
子
高
齢

化
に
よ
る
深
刻
な
人
手
不
足
の
中
で
、
外

国
人
材
を
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で

す
。
ド
イ
ツ
で
は
入
国
か
ら
社
会
へ
の
統

合
ま
で
が
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
、
外
国
人
が
職
場
や
地
域
社
会
に

よ
り
よ
く
溶
け
込
む
た
め
の
立
法
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
国
内
で
働
い
て
い
る

外
国
人
は
１
６
６
万
人
（
19
年
10
月
）。

外
国
人
労
働
者
が
技
能
を
生
か
し
、
地
域

社
会
で
生
き
る
た
め
に
は
、
日
本
に
お
い

て
も
、
就
業
支
援
や
社
会
扶
助
な
ど
支
援

体
制
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
法
が
機
能

し
て
い
る
か
検
証
が
必
要
で
す
が
、
入
管

法
改
正
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
国

民
が
議
論
に
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
が
課

題
の
一
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
外
国
の
法
律
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る

の
か
、
疑
問
を
持
つ
学
生
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
外
国
と
比
較
す
る
こ

と
で
、
日
本
を
相
対
化
し
て
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
社
会
と
法
の
関
係
を
、
多
角

外国人労働力受け入れの法理論

大
西

楠

テ
ア

法
学
部
准
教
授

科
研
費
採
択
研
究
か
ら

（
お
お
に
し
・
な
み
・
て
あ
）
東
京
大
学
大

学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

専
門
は
基
礎
法
学
（
比
較
法
）。『
政
策
実
現

過
程
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
』（
共
著
）
な
ど
。

的
に
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
ゼ
ミ
な
ど
で
は
「
主
権
者
と
し
て
公

民
の
自
覚
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
て

い
ま
す
。
22
年
度
か
ら
高
校
で
始
ま
る

「
公
共
」
の
教
科
書
づ
く
り
に
携
わ
り
ま

し
た
。
社
会
を
規
律
し
て
い
る
大
事
な
要

素
の
一
つ
が
法
律
で
す
。
法
律
を
学
び
、

社
会
の
中
で
主
体
的
に
活
動
で
き
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
数
年
後
、「
公
共
」
を

学
ん
だ
学
生
と
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
か

ら
み
、
国
際
的
な
移
動
が
制
限
さ
れ
ま
し

た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
で
は
あ
ま
り
意

識
さ
れ
な
い
「
移
動
に
関
し
て
国
家
が
人

を
管
理
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
国
境
と
は
何

か
、
人
が
移
動
す
る
と
は
何
か
、
今
後
も

議
論
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

訃
　
　
報

加
藤
忠
彦
氏
（
か
と
う
・
た

だ
ひ
こ
）
名
誉
教
授
・
元
法

学
部
教
授

　
５
月
11
日
、
84
歳
で
死

去
。
１
９
６
６
年
か
ら
２
０

０
６
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

英
語
。

　
大
学
で
の
学
び
の
方
法
を

理
解
す
る
た
め
の
テ
キ
ス
ト

『
新
・
知
の
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク

ス
』
が
電
子
書
籍
化
さ
れ

た
。
本
書
は
専
修
大
学
出
版

企
画
委
員
会
編
。
新
入
生
向

け
の
導
入
教
育
テ
キ
ス
ト
と

し
て
毎
年
度
学
部
１
年
次
生

全
員
に
配
布
し
、
長
年
本
学

で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
問
題
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
、
自
ら
問
い
を
立
て
る
こ

と
、
そ
し
て
、
調
べ
、
考

え
、
議
論
し
て
、
自
己
の
考

え
を
整
理
し
て
表
現
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
学
で

は
求
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
の

学
び
と
し
て
、
ノ
ー
ト
の
取

り
方
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備

な
ど
に
つ
い
て
本
書
で
は
丁

寧
に
解
説
し
て
い
る
。

　
電
子
書
籍
版
は
、
本
学
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
図
書
館
の
ペ
ー

ジ
か
ら
「Database

（
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
リ
ン
ク
集
）」
に

掲
載
さ
れ
て
い
る「Maruzen 

eBook 
Library

」
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
←

Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）

　
学
外
か

ら
ア
ク
セ

ス
す
る
場

合
は
、「
学
認
」
の
申
請
が

必
要
で
、
本
学
情
報
科
学
セ

ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
申
し
込
む
。

『
新
・
知
の
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
』が
電
子
書
籍
化

　
ご
父
母
・
保
護
者
の
会
で

あ
る
育
友
会（
小
林
宏
会
長
）

の
本
年
度
定
期
総
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
招

議案を書面表決
集
開
催
を
行
わ
ず
、
書
面
表

決
と
な
っ
た
。

　「
令
和
元
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
報
告
」「
令

和
２
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
」「
令
和
２
年
度
育

友
会
長
、
副
会
長
及
び
監
査

役
の
選
出
」
の
三
つ
の
議
案

が
承
認
さ
れ
、
新
会
長
に
新

澤
千
佳
子
さ
ん
が
選
出
さ
れ

た
。

　
事
業
計
画
で
は
、
夏
の
支

部
懇
談
会
が
中
止
と
な
っ
た

が
、
代
替
案
を
検
討
し
て
い

る
ほ
か
、
中
止
と
な
っ
た
支

部
懇
談
会
経
費
を
学
生
支
援

の
た
め
の
「
学
生
厚
生
助
成

費
」
に
振
り
替
え
る
こ
と
な

ど
を
決
定
。
会
員
、
学
生
向

け
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実

さ
せ
る
。

※
詳
細
は
会
報
『
育
友
』

１
６
２（
夏
）号
に
掲
載
。

　
専
修
大
学
育
友
会
は
、
本

学
一
部
（
昼
間
部
）
に
在
学

す
る
学
生
の
ご
父
母
・
保
護

者
約
１
万
６
７
０
０
人
を
会

員
と
す
る
組
織
。「
ご
父
母

・
保
護
者
に
は
安
心
を
、
学

生
に
は
自
信
を
」
と
い
う
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、

支
部
懇
談
会
や
就
職
懇
談
会

の
開
催
、
育
友
会
奨
励
賞
・

奨
学
金
に
よ
る
学
生
支
援
、

会
報
誌
『
育
友
』
の
発
行
、

ス
ポ
ー
ツ
応
援
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
活
動
を
継
続
的
に
行

っ
て
い
る
。
大
学
の
父
母
会

組
織
の
先
駆
け
と
し
て
１
９

５
８
年
に
誕
生
し
、
一
昨
年

に
創
立
60
周
年
を
迎
え
た
。

育
友
会
と
は

　「
育
友
会
の
魅
力
は
、
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
で
多
く

の
出
会
い
や
気
づ
き
が
得
ら

れ
る
こ
と
。
会
員
同
士
や
経

験
豊
か
な
教
職
員
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
高
校
生
ま
で
と

は
異
な
る
子
ど
も
と
の
上
手

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
方
や
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方

な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　
経
済
学
部
４
年
次
の
長
男

が
入
学
し
て
以
降
、
鳳
祭
で

の「
お
休
み
処
・
育
友
」
の
出

店
や
ス
ポ
ー
ツ
応
援
な
ど
育

友
会
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
。
学
生
の
創
造
的
な
取
り

組
み
を
表
彰
す
る
育
友
会
奨

励
賞
の
選
考
委
員
も
３
年
間

務
め
、
学
生
の
等
身
大
の
姿

と
熱
い
思
い
に
も
触
れ
た
。

　
大
学
と
家
庭
を
つ
な
ぐ
役

割
を
果
た
す
育
友
会
だ
が
、

前
向
き
に
逆
境
を
克
服

育友会 新会長

新
し ん

澤
ざ わ

千
ち

佳
か

子
こ

さん

姿
勢
が
大
事
。
逆
境
を
乗
り

越
え
た
経
験
は
社
会
に
出
て

か
ら
も
き
っ
と
役
立
つ
」
と

エ
ー
ル
を
送
る
。

世
田
谷
区
在
住
。
56
歳
。

育友会定期総会

神田10号館前で


